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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,韓国の東海岸地域に位置する浦項,魚田,および蔚山の三堆積盆地に分布する新第三
 系の(1)岩相と軟体動物化石群集との関係を明らかにし,(2)三盆地間の地層対比をおこない,そ
 れにもとづいて(3)同地域の古地理,古環境を復原することを目的としたものである。同地域は
 ig30年代に概略的な地質調査が行われて以来調査研究がなされていないが,勇銑は1960年
 代後半から,本地域の詳細な層位学的研究に着手し,浦項盆地では,新第三系を陸成の丹郎里層に
 はじまる6層(F(〕rmatlon)に区分し,各層準から総計50種(従来数種しか知られていなか
 った)におよぶ軟体動物化石を採集し,本研究の端緒をつく・つた。さらに魚日盆地では,従来不明
 であった火山岩類と堆積岩類との指交関係を明らかにし,植物化石や軟体動物化石の発見によって,
 堆積岩類の堆積魔境推定フ)資料を提出した。また蔚山盆地では,層位学的に不詳であった地層群を
 三分し,陸成層と海成層が存在すること,分布が不連続なため層準不明であった部分を化石によっ
 て同層準であることを証明した。このように層位学的研究を進展させた結果,堆積学的輪廻の推定,
 考察も可能となった。
 雪銑はさらに,これら三盆地σ)新第三系から総計70種におよぶ軟体動物化石を採集し,すでに
 明らかにされた産出層準と,それぞれの岩相との関係から,下位より順に,y`cαrアα一一πα一
 dαm群集,■c“雄一Coπc五〇cθ'e群集,P70ρ8αmμ55甜肌群集,およびCo荏。ノ}o-
 cθJe群集が時代的推移とともに各盆地に出現することを明らかにした。
 さらに,汽水褄の1砲。αrγα一ガπαdαrα群集は,同一層準でも地域的に浅海棲の
 ∂o訂加α一Fθ'α見`εZZα群集やpα面ηoρεcεeπ群集に移化することを明らかにし,これ
 ら三堆積盆地の新第三系は,中生界の岩石あるいはその上に噴出した新第』三紀初期の火山岩類に不
 整合に重なる陸成層(主として断層崖山麓堆積物)上に,海進がはじまり汽水域となると同時に,
 一・部では浅海,沖合の堆積も進行L,ついで金地域がより深い海域(オcesεα一σoπchocε!e
 群集やProρε餌η〃ε5厩肌群集の生息域)にと移り変り,再び浅化していった過程の地史的変
 遷を,軟体動物化石群集の生態的解析と岩相変化との関りあいから明らかにした。
 引鉄は,これらの質料にもとづいて,三堆積盆地の位置する韓国東海岸地域の古地理の復原をお
 こない,同地域への海進の発展史を組立てることに成功した。
 揖銑によって示された軟体動物化石群集の時代的変遷は,日本新第三系の軟体動物化石群集の変
 遷とも可成り類似していることが判明し,日本海,とくに朝鮮(韓国)半島と日本列島にはさまれ
 た南西海域の発展史を追求するための貴重な資料を提出したものといえ,東亜の地質学,古生物学
 の発展への貢献は人なるものがあると認められる。
 論文発表ならびに学力確認は,昭和52年1/月14日におこなわれ,審査の結果,自立して研
 究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有するものと認定した。
 よって昇銑提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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